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論 文 内 容 の 要 旨
矯正歯科治療で多く用いられるエッジワイズ装置は患者の外蜆に影響するが，他者からの視覚的注意について客観的
に評価した研究はない。本研究は，矯正歯科医と一般人が矯正装置を装着したスマイル時顔貌に対する視覚的注意につ
いてアイトラッキングを用いて評価した。一般人群４３名と矯正歯科医群４２名を対象として，矯正装置未装着，クリアト
レイ，セラミックブラケット，ならびにメタルブラケットを装着した女性モデル１０名のスマイル時正貌画像上の目，
鼻，ならびに口に興味領域を設定し，アイトラッキングを用いて視線計測を行った。各画像の総注視時間を算出後，評
価者群，矯正装置装着の条件，ならびに興味領域の三因子について三元配置分散分析とTukey-Kramer 多重比較検定
で検討した結果，以下の結論を得た。
１．口に対する総注視時間は，一般人群と矯正歯科医群でともに，矯正装置未装着とクリアトレイに比べてセラミッ
クとメタルブラケットの画像で有意に長かった。
２．矯正歯科医群では，セラミックブラケット装着時と比べて，メタルブラケット装着時画像で口に対する総注視時
間が有意に長かった。
３．矯正装置装着のすべての条件で，矯正歯科医群は一般人群と比べて，目に対する総注視時間が有意に短く，口に
対する総注視時間が有意に長かった。
論 文 審 査 の 要 旨
本研究では，矯正装置の外観がスマイル時顔貌の視覚的注意に及ぼす影響を検討した結果，矯正装置装着時のスマイ
ル時顔貌に対し，矯正歯科医と一般人では異なる視覚的注意を示すことが明らかとなった。これらの知見は，患者が矯
正装置の見た目に関する他者からの興味について理解を深め，矯正歯科医が患者に対する説明を行う際の一助となる重
要な情報を与えており，歯学に寄与するところが多く，博士（歯学）の学位に値するものと審査する。
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